たり 聞いたり、 遊んで ばかりいて、 勉強なん て 少しも 

しません でした。 あちらに はまる 一 年 位いた だけです 

が、 それから ずっと、 日本へ 帰って から も、 全体で 四 

五 年 は 仕事ら しい こと もしませんでした。 別段 怠けて 

いたと いうので はありません が、 家庭 を 持つ と、 女の 

人 はどうしても、 生活が 二つに 分かれる こと はまぬ が 

れ ないようです。 そのために 力の 入れ 方が 鈍って、 自 

然 弱められる のでしょう。 私の 知っている どの 女の 方 

にも、 そういうと ころがあります。 野 上さん (彌生 子) 

などに しても、 もっと 仕事のお 出来になる 害の 方な の 

に、 やはり 子供の 世話 や、 家庭の ことに、 半ば はとら 



れて、 ただ、 仕事の 方に より 力の 重心の 傾く 場合と、 

家事の 方に 傾く 場合と は、 間断な く あるで しょうが、 

どうしても 力の 入れ 方が ちが つ てく るの だと 思います _ 

これ はまた 一面 人々 の 性格に も 依る ことで、 そうはつ 

きり も 決められる ことではありません が、 今の 世の中 

で、 自分の 仕事 を 仕ようと する 女の人 は、 必ず どちら 

か を 犠牲に しなくて はならない ようです。 特に 一 つの 

ものに 力 を 集中し なくて はいられない ところの ある 私 

の 場合、 あんな 風に 不幸な 家庭生活の 終り をき たした 

わけです。 

そして 今ち ようど その 総決算 をして いるよう な もの 



のから 読んだ のでした。 その 次に は、 ダヌン チヨ ォ、 

ワイルド という 順でした。 それ は 私が 十三 四 歳の 時分 

で、 その 頃 非常に ダヌン チヨ ォが 流行って いました の 

で、 かなり 沢山 読みました。 口 シャの 作家の もの は 全 

体に 好きです けれども、 やはり この 人の もの だけと い 

うような ことはありません。 私 はま だ 誰の 作 を 読んで 

も、 全体 的に 感心したり、 好きに なったり、 無条件で 

その 人の もの を 読む ような ことはありませんでした。 

以前 ロマン • 口— ランの 「ジ ヤン • クリストフ」 を 読 

ん でかな り 感心した ことがありました。 そして また 今、 

「マソ— • レンチ ヤン テッド」 (訳名 アン ネットと シル 



ビ—) を 読んで おります が、 まだ ほんの 初めです から、 

はっきりし たこと はい われません が、 私 はこの 作者の 

見方 や、 感じ 方に ついても、 或る 疑い を 抱いて おり ま 

私 は 小説 を 書く ことが 好きで も あり 随分 根気の い い 

方です から、 幾度 も 書き直し もします。 誰でもい うよ 

うに 初めの 書き出し は 一番 苦心し ます。 百 枚 以上の も 

のでしたら、 初めの 二十 枚 位、 短 かいもの でも 三 四 枚 

は、 やはり その 一 篇の 足場になる ところで すから、 書 

き 出しの 具合で どうに も 筆が 伸びなくなる こと も あり 

ます。 しかし、 いわゆる 文章 (描写？) に は 余り 拘泥 
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